
１はじめに
「新しい林業」に向けた造林面の

取組について、現在大苗を主軸とした
取り組みが行われているが、育苗の手
間やコストが係るのが課題。
育苗期間が12ヶ月未満の苗木でも確

実な活着が見込めれば、育苗コストの
低減はもとより、残苗リスクの低減
等の需給調整にも有効。
当該苗木の活着・成長に関するデー

タは少ないため、植栽し経過を調査す
る事とした。

２植栽箇所の概要
所在地：栃木県益子町

大字益子字高館国有林
２９２ち林小班

年間平均気温：約15℃
年間降雨量：約1,300mm
概況：北向き斜面・中傾斜
植栽年度：令和３年度

３調査方法
スギ１２カ月未満苗を１３５本、比

較対象としてスギ通常コンテナ苗を６
０本植栽。
令和３年度から、令和６年度にかけ

て、成長が鈍化する毎年１１月に、根
本径と苗高を計測した。

４結果
第一に、植栽苗の生存率について

図１の円グラフに示す。
普通苗の生存率が78％に対し、12

カ月未満苗の生存率は42％と大きな
差が見られた。
第二に、年数と苗高の関係を図２

の折れ線グラフに示す。
両苗共に、苗高の伸長が出来な

かった苗が枯死しているもよう。
生存苗の高さを比較してみると、

植付時点の平均苗高は、12カ月未満
苗が約25ｃｍ、普通苗が約60ｃｍ。
12ヶ月未満苗が60ｃｍまで成長す

るのは植付け後2年を経た後であり、
植付時よりも差が開いている。
第三に、全苗木の形状比を図３の

折れ線グラフに示す。
植付初期には、形状比は普通苗の

方が12ヶ月未満苗よりも高い。
数値は12ヶ月未満苗の方が健全に

見えるが、1年目に多くの12ヶ月未満
苗が枯死していることを考えると、
最初期は形状比以前に苗自体のサイ
ズが大事だと推察する。

５考察
以上の結果より当該調査区内の試験の結論を述べる。
12ヶ月未満苗については、生存率の低さやその後の成長の遅さ等、

普通苗より明確に劣っていた。
これでは育苗コストの低減などのメリットより、デメリットが大きい。
原因は、植栽時の平均苗高が25ｃｍ程度で、あまりにも小さすぎた

事と思われる。
今後、初期成長の良い品種の開発や生産技術の向上により、植栽時に

苗長35ｃｍ以上の規格を満たす苗を安定的に生産する事が出来るよう
になれば、12ヶ月未満苗の活用の道も見えてくると信じたい。
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初年度の生存個体で、主軸が枯れ脇枝のみ生存している。
この2個体は翌年度に枯れてしまった。
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